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清水基金助成
【心身障害児・者福祉施設従事者海外研修事業】
●受付締切／6月30日（月）
●助成の対象／（1）社会福祉施設を経営する社会福祉法人及びその関連
団体において心身障害児・者の処遇等に従事しており先進・革新的な高次な
課題に意欲をもって挑戦する方のうち、基金の選考試験（英会話能力試験を
含む）に合格した方。（2）原則として30～50歳で、現在の業務に5年以上継
続的に従事、研修後も引き続き現在の業務に従事する意志を有する方。（3）
日常的に英会話ができる方。（英会話以外の語学力を有する方は応相談）
●研修内容／Ａコース…デンマークでの合同研修後、研修者自身が設定す
るテーマにより必要な機関・施設で実施。（3カ月）
Ｂコース…デンマークにおいて集合研修。（1カ月）
【施設等一般助成事業】
●受付期間／6月1日（日）～8月31日（日）
●助成の対象となる団体／知的障害関係施設・身体障害関係施設（含む盲・
ろうあ施設）を経営する社会福祉法人。（公有、無認可団体、個人を除く）
●助成の内容と額／施設及び地域福祉に必要な建物（新築、改修、増改築）・
車両・機器など。総額1億2500万円以内。1法人あたり100万円以上700
万円以内。

…　…　…
●応募方法／申込書類などは返信用封筒（Ａ4版宛名記入・140円切手添
付）を同封のうえ、下記まで。
●問い合わせ先／清水基金　104-0031　東京都中央区京橋2-16-1
京橋清水ビル　Tel.03-3535-6231　Fax.03-3535-6303
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丸紅基金社会福祉助成事業
●受付締切／6月30日（月）消印有効
●助成の対象となる団体／わが国における社会福祉事業（福祉施設の運営、
福祉活動など）を行う民間の団体。原則として非営利の法人。ただし、法人で
ない場合でも3年以上の継続的な活動実績があり、組織的な活動を行ってい
る団体は対象となります。
●助成の額／総額1億円をめどに50件以上。1件あたり原則、上限200万円。
●応募方法／所定の申込用紙に必要事項を記入し、所定の添付書類と共に
送付。申込用紙は郵便番号と住所、団体名、電話番号、Fax番号、丸紅基金の
助成を知った経緯を明記し、ハガキまたはFaxにて下記まで請求。
●問い合わせ先／社会福祉法人丸紅基金　100-8088　東京都千代田
区大手町1-4-2丸紅東京本社ビル　Tel.03-3282-2474・7014　
Fax.03-3282-2462　E-mail　mkikin@marubeni.com
ホームページ　http://www.marubeni.co.jp/kikin/fund.htm
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日韓文化交流基金　人物交流助成下半期募集
【1、青少年・草の根交流】
●受付期間／7月1日（木）～8月1日（金）（上半期は例年1月～2月に募集）
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JATA環境基金　地球にやさしい環境学習支援助成
●受付締切／7月15日（火）必着
●助成の対象となる団体／ 小学校のほか、小学校での学習活動に対し支
援・協力されている環境ボランティア団体など、地域の協力者。
●助成の対象となる活動／日本全国の小学校における「自然環境」をテーマ
にした学習活動　※「総合的な学習の時間」における活動をはじめ、学年や
クラス、またある課題に対する興味や関心別に編成されたグループ、異年齢の
子どもたちによるグループなど、個人活動以外の諸活動を対象とします。また、
以下の応募条件を満たしてください。
（1）地域の方々の協力。　（2）応募活動の継続。
●対象事業の期間／平成15年4月1日（火）～平成16年3月31日（水）
●助成の額／必要不可欠な物品の購入費として、上限10万円まで助成。
●応募方法／用紙などは下記に請求するか、ホームページからダウンロード。
●問い合わせ先／JATA環境基金事務局　105-0013　東京都港区浜
松町1-27-9　新浜松町ビル6階　セブン環境NPOセンター内（担当：高
木）Tel.03-5777-0387　Fax.03-3435-1065　E-mail　
ecofund@jata-net.or.jp　ホームページ http://www.jata-net.or.jp　
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（財）松翁会社会福祉助成金　　　　
●受付締切／7月31日（木）
●助成の対象となる団体／【1、事業助成】…原則として法人施設、団体。た
だし、法人格をもたないものであっても、特に助成することにより効果が期待
できる場合は対象とすることもあります。個人は除きます。
【2、研究助成】…法人施設、団体または研究グループ
●助成の対象となる活動／1、社会福祉の向上を目的とした企画であること。
2、当該案件が公の援助を受けていないこと。3、明確な企画（目的、内容、資
金使途など）であること。4、先駆的、開拓的事業を優先。
●助成の額／年間総額1000万円程度。1件あたり原則80万円程度。
●応募方法／所定の申込用紙に必要事項を記入したうえ、必要書類などを
添付し、下記ルートで申込んでください。なお、申込用紙の社会福祉協議会な
どのコメント欄には各助成金申込団体と関わりのある県・市町村社会福祉協
議会または、県及び市町村などに記入を依頼してください。
1、県・指定都市社協（受付）―申請団体―松翁会
2、松翁会（受付）―申請団体―松翁会
●問い合わせ先／（財）松翁会事務局　100-0004　東京都千代田区大
手町1-5-4　大手町フィナンシャルセンター3階　Tel.03-3201-3225

国際交流基金日米センター　一般公募助成事業
●受付締切／7月1日（火）必着
（原則として、平成15年10月～平成16年3月までに開始のプロジェクト対象）
※翌年4月以降に開始されるプロジェクトを対象とする締切は12月1日（月）
●助成の対象となる団体／日米いずれかにある非営利団体（大学、研究所、図
書館、ＮＰＯなど）。日本の場合、法人格のない団体（任意団体）でも申請資格有り。
●助成の対象となる活動／【知的交流】…日米両国の専門家が共同で行う政
策指向型研究および知的対話プロジェクトを支援します。地球的視野での課
題解決と、課題解決の基礎となる相互理解の増進に取り組む日米の専門家
のコミュニティ間に新しい知的交流の場を築くことに重点がおかれています。
【地域・草の根交流】…日米両国の市民が、対話により相互理解を深め、また
共通の課題に共同で取り組むための交流プロジェクトを支援する「市民交流
プログラム」と、日米間で互いに相手国について偏りのない総合的な理解を
深めるための教育プロジェクトを支援する「教育を通じた相手国理解促進プ
ログラム」があります。
●応募方法／ガイドライン及び申請書は下記へ申込んでください。また正式
な応募に先立ち、プロジェクトの企画を簡単なコンセプトペーパーにまとめ、申
請締切の2カ月前をめどに日米センターへご提出いただくことをお願いして
います。このコンセプトペーパーに基づき事前相談を行います。
●問い合わせ先／国際交流基金日米センター
107-6021　東京都港区赤坂1-12-32　アーク森ビル20階
【知的交流】事業第1課　Tel.03-5562-3542
【地域・草の根交流】事業第2課　Tel.03-5562-3543
ホームページ　http://www.jpf.go.jp/j/region_j/cgp_j/index.html
（ガイドラインの閲覧および申請書のダウンロードが可能です）

●助成の対象となる活動／ボランティア団体・ＮＰＯ、企業、行政などが「良きコ
ミュニティづくり」という共通の目的のためにお互いを尊重しながら事業を行
うもので、単独の団体が行う場合よりも、それぞれのセクターの特徴をいかし、
人材、モノ、資金、ノウハウ、情報といった面で協力していくことにより、大きな
社会的成果をあげることが期待できる事業。
●助成の額／原則、上限200万円。
●応募方法／資料はハガキまたはFaxに団体名、代表者名、郵便番号、住
所、電話番号を書いて下記へ請求するか、ホームページからダウンロード。
●問い合わせ先／日本財団　ボランティア・ＮＰＯ活動助成金資料請求係　
107-8404　東京都港区赤坂1-2-2　Tel.0120-77-1089（土日祝日
を除くAM9：00～PM5：00）　Fax.03-6229-5330
E-mail　volunteer@ps.nippon-foundation.or.jp
ホームページ　http://www.nippon-foundation.or.jp/
【福祉車両（車いす対応車）助成】
●受付期間／6月2日（月）～7月31日（木）消印有効
●助成の対象となる団体／送迎・移送サービス事業を行っているボランティ
ア団体・ＮＰＯ法人。詳細は資料を参照。
●助成の額／日本財団仕様車いす対応車の中から1団体1車種を選び、本体
費用にリフト・スロープなどの特殊装置代を加えた総額の90％を財団が負担。
●応募方法／「ボランティア・ＮＰＯ用福祉車両資料希望」と明記し、団体名、担
当者名、郵便番号、住所、電話番号を記入のうえ、下記までFaxで資料を請求
するか、ホームページからダウンロード。応募は郵送または宅配便で。
●問い合わせ先／日本財団ボランティア支援部「福祉車両（車いす対応車）」
係　107-8404　東京都港区赤坂1-2-2　Tel.03-6229-5173（土日
祝日を除くAM9：00～PM5：00）　Fax.03-6229-5330
E-mail　volunteer@ps.nippon-foundation.or.jp
ホームページ　http://www.nippon-foundation.or.jp/
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